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本稿の目的は, 本学音楽分野の教科教育担当教員と教科専門担当教員の協働による学部専修専門科日 「音楽科教育法n ・ 

m ・ IV」 の授業改善を進めるにあたり , 教科専門担当教員の視点から授業を検討するこ とである。 学生が実施した模擬授

業についての考察等から , 教科教育分野で従前から検討されている 「教材曲の本質に追る教材分析のあり方」 「児童生従

の気付きを活かす教師の働きかけのあり方」 等の実践上の課題は, 教科専門担当教員も同様に捉えており , 教科教育担当

教員と教科専門担当教員の間題意識が共通しているこ とが明らかとなった。 また, 教科教育担当教員と教科専門担当教員

の協働による授業を行う こ とに

からの考察を促進すると と もに

るこ とがわかった。 

より , 学生が音楽の専門性をどの程度保有しているかについて , 教員による多角的な視点 

教科専門担当教員が行う他の授業科目との関連についても , 

キーワード : 音楽科教育法, 実践力 , 教科教育と教科専門の協働

各教員の意識が高まってい
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Subject Studies Staffs 

I 研究の背景と目的

2001 年に示された 「今後の国立の教員養成系大学学部
の在り方について (報告)」 では, 教科教育と教科専門
を結びつけた新たな分野の構築を , 「教貝養成学部が独
自性を発揮してい く ためにも率先して取り組まなければ

ならない」 と している '。 すなわち , 教科教育法 , 教科
専門科目 , 教職専門科目の充実を図るこ と を通して , 教
貝養成学部と しての独自の専門性を発揮するこ とが求め

られている。 その後今日に至るまで , 教科教育と教科専
門の架橋をめざす教員養成カリキュラムの開発, 教科内
容学の研究等が進められている。

2007年, 日本教育大学協会は 「教員養成カリキュラム
の到達目標 ・ 確認指標の検討一 中学校教員養成における

< 教科> の在り方を中心に」 と称したモデル ・ コア ・ カ
リ キュ ラムを作成した2。 この報告を受け , 日本教育大
学協会全国音楽部門大学部会では, 教科教育と教科専門
の架橋に関する論議が積み重ねられている。 近年の全国

大会における分科会では, 「音楽科教員養成における教
科内容学と教科教育学をつなぐ」 (2013) 3 

, 「音楽専攻の

専門性と教職の専門性の接合の可能性を探る」 (2015) 4 

という テーマで研究報告及び討論が展開されている。 と
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わけ , 
ズレ」

教科専門の教員から 「授業内容と学生の意識と

が問題提起されている。 教科専門科目において

曲の解釈や演奏技能の習得のための指導を行っている

に , 学生が授業者と なった時の指導の様子をみると , 

大学での学修が授業を円滑に遂行するための指導力 ・ 実

践力に結び付いていない実態が明らかになっている。

この課題に関して, 学生の視点から教職と教科を架橋
する教科構成原理を明らかにしよう と した研究がある。 

広島大学では, 教育実習中に学生が実施した音楽科授業

と

そ

その省察の内容を , 学生の記述から分析 ・ 検討 した 5 c 
れによると , 

指揮について , 
活かされていな

ができるものの

子測が難しいこ

歌唱時のピアノ伴奏や合唱指導に有効な

専門実技科目で学んだ演奏技術が指導に

いこと , 一定程度の教材分析を行う こ と 
生従が保有している音楽能力に対する

とが明らかとなった。 これらのこ とから , 

音楽科教育の科目 に教科専門と教職専門の視点を明確に

位置付けることが必要であると している。 深澤 (2013) 
は , 「教員養成に携わるすべての者の協働を推し進める
ためには, 狭義の 「教職」 「教科教育」 「教科専門」 とい
う 3 つの科日群の統合が免許取得学生の受容任せになる
こ と を回避する必要があると述べている 6。 したがって , 
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これらの科目群の見直し を図る際に , 

野 次 郎 木

「授業内容と学生

の意識とのズレ」 を解消し , 学生の授業実践力の向上を
図るための授業改善が急務であると考える。 

2014年7 月に
員養成部会 w G 
論点整理一』 よ

と

る

して 「教科専

「教育課程の見直しの観点」 ( 中教審教
『教員養成 ・ 採用 ・ 研究の改善について一 

り ) 
門」

「教科内容構成科

が示され, 考慮されるべき点の 1 つ
と 「教科の指導法」 の融合を実現す

目」 の開設が挙げられている。 以上

の動向を踏まえて, 本研究では, 2016年度に教科教育担
当教員と教科専門担当教員が協働で担当した学部授業科

日について, 主と して教科専門担当教員が実施した授業
について考察し , 今後の授業改善に関する示唆を得るこ
と を日的とする。 

II 学部授業科目 「音楽科教育法 II ・ m ・ IV」
概要

1 「音楽科教育法 II ・ m ・ IV」 の課題と改善の経緯

の

本学学校教育学部の授業科目は, 教養科目群, 教職キャ
リ ア科目群, 教育実践 ・ リ フ レク シ ョ ン科目群, 専修専
門科目群から構成されている。 このう ち音楽科教育分野

及び教育実習に関連する学部授業科目を表 1 に示した。 
「初等音楽 I 」 「初等音楽n 」 「初等音楽科教育法」 「音楽
科授業研究」 が教育実践 ・ リ フ レ ク シ ョ ン科目群に , 
「音楽科教育法」

「音楽科教育法」

科教育法 I 」
育法m」 「音

が専修専門科目群に設けられている。 

は中高免許取得対象科目 であ

「音楽科教育法 II 」 が必修科目, 
楽科教育法 IV」 が選択科目

これまでは, 「音楽科教育法 I ・ II 」

り , 「音楽
「音楽科教

と なっている。 

と 「音楽科教育

法m ・ IV」 をそれぞれ別の教科教育担当教員が担当し , 
各教員が独自に授業内容を設定していた。 そのため 「音

楽科教育法」 の各科目相互の関連性を担保するこ とが難

しい状況が続いていた。 一方, 「初等音楽科教育法」 「音
楽科授業研究」 の一部を受け持つ複数の教科専門担当教

員から , 2 つの問題提起がなされていた。 1 つは , 

する授業科目において, 教科の専門性を教科指導に
反映させるべきかについて , 
を示 してほしい

践力 を高めるた

いて , 1年次か

教科教育担当教員から

担当

どう

指針

という こ と , もう 1 つは, 学生の授業実
めには, 表 1 に示した授業科目全体につ
ら 4 年次の系統性を構築するこ とが重要

千 代 野 本 立 人 河 内 勇

ではないかという点であった。

そこで2010年度から , 教科教育担当教員と教科専門担
当教員による協議を重ねつつ, 学部生全員が受講する初
等教科内容科目

を進めてきた。 

と初等教科指導科目の授業内容の見直し

この過程で , 専門科目
の力リ キユラ ム改善が議論されるよう

各教員が中学校実習の訪問指導で学生

「音楽科教育法」

になった。 特に , 

の教壇実習を参観

した経験から , 中学校音楽科の指導内容に即した教科指
導力及び実技指導力が絶対的に不足している点が指摘さ

れていた。 同科目を履修するのは主と して芸術系 コース

音楽分野の学生である。 彼らの実践力を高めるためには, 

音楽分野に関わるすべての授業科日の質的向上を日指す

ことが必須である。 中学校音楽科は, より専門性を伴う
指導内容となるこ とから , 2016年度より教科教育担当教
貝と教科専門担当教貝が協働で担当して 「音楽科教育法

n 」 「音楽科教育法m」
こ と と した 0 

「音楽科教育法 IV」

2 「音楽科教育法 II ・ m ・ IV」 の授業計画
( 1 ) 授業の構成と内容
2016 年度 「音楽科教育法 II」
科教育法 IV」 の授業構成は表2 

の実践を行う

「音楽科教育法m」 「音

140 

自く
:木:

の通りである。 同科目は, 
教科教育担当教員である河邊と , 教科専門担当教員であ
る木下, 草野, 野本, 河内が担当し , 3科目を通して中
学校音楽科の指導内容を網羅している。 なお 「音楽科教

育法n 」 では, 実地指導講師の後藤智子氏に模擬授業を
中心と した実践的内容に関する指導をお願いしている。 

本授業科日では

書 『中学生

の音楽 2 ・ 
材は歌唱及

の音楽

3 下』

1
 

『

・ 

教育芸術社発行の中学校音楽科教科

』 『中学生の音楽 2 ・ 3上』 『中学生
中学生の器楽』 を用いる。 

び鑑賞共通教材を主とする。 

また , 教

各科目で模擬授業を実施する際には, 学生の実践力を
高めるための手立てと して, 教材曲の特徴を 〔共通事項〕
や歌詞と伴奏との関連等から解釈する活動を設定し , そ
れを基に本時の学習指導案を作成するこ と と した。 ま

模擬授業の後には

生の省察を促すよ

「音楽科教育法n 」
れも 6 名である。 

た , 

, リ フ レク シ ョ ンカー ド を活用し , 学

う にした。 なお2016年度の履修者は, 
が 4 名, 

表 1 音楽科教育分野及び教育実習に関連する学部授業科目

「音楽教育法 III ・ IV」 がいず

科目群 l 区分 1年次 2年次 3年次 l 4年次 

教育実践 ・ リ フ レク 

シ ヨン科目群 

初等教科内容科日 初等音楽 I 初等音楽n l 
初等教科指導科目 初等音楽科教育法 音楽科授業研究l 
実地教育科目 

学校観察実習 フ レン ドシップ実習 初等基礎実習 初等応用実習 

中学校実習 

高等学校実習 

専修専門科目群 l 専門科目 _
_ _
__

_ _ _
__

_ _ _ _ _ _ _ _
__

_ _ _
__

_ _ _
__

_ _ _
__

_ _ _ _ _ 

音楽科教育法 I 
音楽科教育法 iI 

音楽科教育法n l 
音楽科教育法IV 



表2 

教科教育と教科専門の協働による「音楽科教育法 II ・ III ・ IV」の実践

「音楽科教育法 II 」 「音楽科教育法m」 「音楽科教育法 IV 」 の授業構成

l 音楽科教育法n ( 3 年次後期) 音楽科教育法 I[[ ( 4 年次前期) 音楽科教育法IV ( 4年次後期) 

l 授業の目 
標及び期 
待される 
学習効果 

・ 中学校音楽科の目標をふまえ, 教科固有の学び 
に即した授業構成や指導法についての基本的な考 
え方を習得する。 
・ 学習指導案の作成と模擬授業の実施を通して , 
授業開発と学習指導に関する実践力を身に付ける。 

・ 中学校音楽科の学習内容のう ち, 我が国の伝統 
音楽, 世界の諸民族の音楽, 歌唱分野及び鑑賞分 
野を中心と して , 教科内容論をふまえた教科指導 
力及び実技指導力の伸長をめざす。 
・ 音楽に関する知的財産権についての基本的知識 
を習得する。 

・ 中学校音楽科の学習内容のう ち, 音楽史, 創作 
分野及び器楽分野を中心と して , 教科内容論をふ 
まえた教科指導力及び実技指導力の伸長をめざす。 

授業計画 

l 

回 l 授業内容 担当 
l 

回 授業内容 担当 回 l 授業内容 l 担当 

第 1 回 l 学習指導要領音楽科の目標論・ 内容論 河邊 
l 

第 1 回 歌曲・ 合唱曲の解釈と指導のポイ ント 野本 第 1 回 l 音楽史の指導① 古代~ バロ ック l 河邊 
l 

第 2 回 l 題材による授業構成と学習指導計画 河邊 第 2 回 歌唱共通教材の模擬授業① 野本 第 2 回 l 音楽史の指導② 古典派~ ロマン派前期l 河邊 
l 

第 3 回 l 音楽科の評価論 河邊 
l 

第 3 回 歌唱共通教材の模擬授業② 野本 第 3 回 l 音楽史の指導③ ロマン派後期~現代 l 河邊 

第 4 回 l 実践事例研究 河邊 
l 

第 4 回 合口昌指導の模擬授業① 野本 第 4 回 l ポピュラー音楽の指導 l 河邊 
l l 

l 

第 5 回 l 学習指導案の作成 後藤 第 5 回 合唱指導の模擬授業② 野本 第 5回 l 旋律創作① l 草野 
l 

第 6 回 l 音楽科授業における教師の役割 後藤 
l 

第 6回 日本の伝統音楽の指導① 雅楽, 箏曲 河邊 第 6回 l旋律創作② l 草野 
第 7 回 l 模擬授業とその検討① 後藤 

l 

第 7回 日本の伝統音楽の指導① 民謡, 鄕土芸能 河邊 第 7 回 l 教材曲を用いた編曲① l 草野 
l 

第 8 回 l 模擬授業とその検討② 後藤 第 8 回 世界の諸民族の音楽 河邊 第 8 回 l 教材曲を用いた編曲② l 草野 
l 

第 9 回 l 模擬授業とその検討③ 後藤 
l 

第 9 回 音楽に関する知的財産権 河邊 第 9 回 l 教材曲を用いた編曲③ l 草野 
第10回 l ピアノ伴奏を位置付けた模擬授業① 木下 

l 

第10回 音楽の構成要素と楽曲分析① 草野 第10回 l 教材曲を用いた編曲④ l 草野 
l 

第11回 l ピアノ伴奏を位置付けた模擬授業② 木下 第11回 音楽の構成要素と楽曲分析② 草野 第11回 l 器楽曲の解釈と指導のポイ ン ト l 河内 
l 

第12回 l ピアノ伴奏を位置付けた模擬授業③ 木下 
l 

第12回 音楽の構成要素と楽曲分析③ 草野 第12回 l リ コーダーアンサンブルの模擬授業① l 河内 

第13回 l 授業改善の視点を明確にした模擬授業① 後藤 
l 

第13回 鑑賞分野の模擬授業① 草野 第13回 l リ コーダーアンサンブルの模擬授業② l 河内 
l 

第14回 l 授業改善の視点を明確にした模擬授業② 後藤 
l 

第14回 鑑賞分野の模擬授業② 草野 第14回 l 合奏指導の模擬授業① l 河内 
l 

第15回 l 授業改善の視点を明確にした模擬授業③ 後藤 
l 

第15回 鑑賞分野の模擬授業③ 草野 第15回 l 合奏指導の模擬授業② l 河内 

( 2 ) 教科教育担当教員と教科専門担当教員の役割
2016度前期, 後期のいずれも授業開始前に担当者全員
による打ち合わせを行い, 取り上げる楽曲, 授業の視点, 
事前準備, 授業への参画の仕方等についての共通理解を
図った。 各回の授業は, 表 2 に示した教員を主担当者と
するが, 他の教員もできる限り授業を参観するよう にし , 
授業後は, 教員が各自の専門分野の見地から順に助言す
るスタイルではなく , 学生の日前での教員同士による意
見交換や, 教員と学生による意見交流が実現できるよう
に配慮する。 このこ と と , 前項で述べた楽曲の特徴につ
いての解釈に基づく 学習指導案の作成 , リ フレク シ ヨン
カードの活用により , 各教員が, 「授業内容と学生の意
識とのズレ」 を解消すべく , 専門分野の内容が本時の学
習過程でどのよう に作用するこ とが望ましいのかという

点に関して知見を得るこ とが期待できると考える。 

m , 教科専門教員の視点を取り入れた授業「音楽科教育法 II 」 の場合
[鍵盤楽器分野] (担当 : 木下千代)
( 1 ) 授業改善の視点
第10回から第12回の3 回にわたって 「楽曲の解釈とピ
アノ伴奏の実際」 の授業を担当するにあたり , 学生のピ
アノ伴奏に何が足り ないかを把握するこ と を日的と して, 
事前に行われた 「模擬授業とその検討①~ ③」 を参観し
た。 こ こでは歌唱分野の模擬授業が行われ, ｫ花の街ｻ 
ｫ夏の思い出ｻ ｫ荒城の月ｻ ｫ浜辺の歌ｻ の 4 曲が取り
上げられた。 模擬授業を参観して感じたこ とは, 
があるが概ね以下の 4 点である。 
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・ 指導案の形式は整っているが, 

きたりであり , 
・ 教材内容の掘り

るべきポイ ント

音取り をさせる

授業のめあてがあり

その指導方法が漠然と している。

下げが浅く , 生徒に伝え感じ取らせ
が多数欠落している。 

ときの範唱の仕方, 
弾き方が音楽性に欠ける。 

・ 正規の伴奏を弾く 際には自

れ, 生徒をリ ー ドできてい

上記のよう に, 伴奏技術も さ

およびピアノ の

らが弾 く こ とに気をと ら

ない。 

るこ と ながら , 音楽作品

に対するアプローチに多 く の問題点を見出した。 そこで , 
担当する 3 回の授業では, 楽曲の内容を掘り下げること , 
それを生徒に的確に提示するこ とに重点をおいて指導を

行う こ と と した。 また, 第13回以降に実施する 「授業改
善の視点を明確にした模擬授業①~ ③」 を参観して授業
中の学生の変容を把握すると と もに, 模擬授業後に実施
するリ フ レク シ ョ ンでも , 以下の視点と目標に沿って学

生に助言するよう にした。 

①正 しいテ ンポ

るよ う になる

・ リズムを捉えて, 明確な合図を出せ
こと。 

②旋律の抑揚と言葉のアクセントに着目して, 少なく
と も主旋律を音楽的に弾けるよう になるこ と。

③強弱のニュアンスを感じ取って , その意味を解釈し

適切に指導できるこ と。

④自然なアゴーギグをつけるこ とができ , 休符やプレ
スの取り方についても明確な意図をもつこ と。 

⑤各節に付けられた歌詞の内容を精査し , 伴奏の音色 ・
音強などに反映させるこ とができるこ と。 






















